
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
は
二
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
き
た
。
二

○
○
八
年
の
開
催
会
場
は
ソ
ウ
ル
市
東
国
大
学
校
で
、
五
月
十
七
、

十
八
日
の
二
日
間
に
亘
っ
て
催
さ
れ
た
。

二
○
○
八
年
度
結
集
大
会
に
出
席
し
た
メ
ン
バ
ー
十
五
名
は
、

立
正
大
学
の
高
橋
堯
英
教
授
を
団
長
に
、
三
友
健
容
教
授
、
仲
澤

浩
茄
教
授
、
松
村
壽
巖
教
授
、
安
中
尚
史
教
授
、
佐
野
靖
夫
特
任

准
教
授
と
博
士
後
期
課
程
在
籍
中
の
野
田
悟
史
氏
、
金
希
泰
氏
他

数
名
と
、
身
延
山
大
学
の
寺
尾
英
智
仏
教
学
部
教
授
、
福
士
慈
稔

教
授
、
長
澤
市
郎
と
、
別
便
で
の
望
月
海
慧
教
授
、
三
輪
是
法
准

教
授
が
加
わ
り
大
所
帯
で
あ
る
。

参
加
者
は
五
月
十
六
日
朝
七
時
二
十
分
に
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
集
合
し
た
。

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

搭
乗
機
は
ソ
ウ
ル
金
浦
空
港
行
き
、
羽
田
空
港
か
ら
の
出
発
な

の
で
、
成
田
に
行
く
の
に
比
べ
時
間
も
短
縮
で
き
便
利
で
あ
る
。

出
発
は
九
時
二
十
分
の
予
定
が
、
離
陸
す
る
機
の
順
番
待
ち
で
九

時
三
十
五
分
に
離
陸
し
た
。
機
内
は
ほ
ぼ
満
席
、
飛
行
時
間
一
時

間
五
十
五
分
を
予
定
す
る
と
機
長
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
、
途
中

は
穏
や
か
な
飛
行
で
日
本
海
か
ら
韓
国
上
空
を
飛
び
、
金
浦
空
港

着
陸
は
十
一
時
三
十
五
分
。
入
国
手
続
き
に
意
外
に
時
間
が
か
か

り
、
よ
う
や
く
入
国
ロ
ビ
ー
へ
出
る
と
中
年
女
性
の
ガ
イ
ド
さ
ん

が
迎
え
に
来
て
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
案
内
さ
れ
た
。
気
温
は

東
京
に
比
べ
少
し
寒
い
感
じ
で
あ
る
。

皆
の
旅
行
ケ
ー
ス
な
ど
荷
物
を
積
み
込
み
、
す
ぐ
に
ソ
ウ
ル
市

内
に
向
け
出
発
し
た
。
漢
河
の
左
岸
に
沿
っ
て
上
流
に
向
か
っ
て

長
澤
市

郎
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市
内
見
学
か
ら

ま
ず
初
め
に
景
福
宮
に
向
か
っ
た
。
正
面
の
世
宗
大
路
か
ら
宮

殿
に
向
か
う
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
社
櫻
路
を
通
り
西
側
か
ら

宮
殿
正
面
に
着
い
た
の
で
、
突
然
左
側
に
派
手
な
大
き
い
囲
い
が

目
に
入
っ
て
き
た
。

説
明
に
よ
れ
ば
、
宮
殿
正
面
に
位
置
す
る
本
来
の
光
化
門
は
、

日
本
時
代
に
元
の
場
所
か
ら
建
春
門
の
北
に
移
築
さ
れ
、
そ
の
跡

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
っ
た
現
在
の
光
化
門
が
あ
る
が
、
二
○
○

六
年
か
ら
始
ま
っ
た
政
府
の
景
福
宮
復
元
計
画
に
よ
り
撤
去
し
て
、

移
築
さ
れ
て
い
た
本
来
の
門
を
、
元
の
場
所
に
戻
す
作
業
が
始
ま
っ

て
い
る
そ
う
で
、
作
業
は
カ
ラ
フ
ル
な
囲
い
で
覆
わ
れ
て
、
内
部

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

走
り
だ
し
、
直
ぐ
に
橋
を
渡
り
右
岸
を
走
り
街
に
向
か
う
。
途
中

高
層
ア
パ
ー
ト
群
が
目
に
つ
く
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
達
者
な
日
本
語

の
説
明
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
に
向
か
う
も
の
と
思
っ
て
い
た
ら
、
市

内
見
学
を
す
る
と
告
げ
ら
れ
た
。

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

宮
殿
横
の
入
り
口
か
ら
入
り
駐
車
場
に
バ
ス
を
停
め
、
徒
歩
で

見
学
を
始
め
た
が
、
日
照
り
が
強
く
な
っ
て
き
て
暑
い
。
数
年
前

か
ら
み
る
と
復
元
整
備
が
進
ん
で
い
る
の
か
、
建
物
も
増
え
た
感

じ
が
す
る
が
、
工
事
の
た
め
か
砂
壌
が
舞
っ
て
い
る
。

復
元
工
事
完
成
予
定
は
二
○
二
五
年
と
の
こ
と
で
あ
る
。
宮
殿

は
十
三
世
紀
に
創
建
さ
れ
た
後
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
壬
申
の
乱

（
文
禄
、
慶
長
の
役
）
に
よ
り
全
焼
し
た
。
そ
の
後
、
一
八
六
八

年
（
高
宗
五
年
）
創
建
当
時
の
規
模
に
復
元
さ
れ
た
が
、
ま
た
日

本
に
よ
り
そ
の
殆
ど
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
、

今
そ
の
復
元
が
始
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

丁
度
興
禮
門
前
の
広
場
で
衛
兵
の
交
代
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
兵
士
の
衣
服
を
着
け
た
若
者
達
は
暑
さ

の
た
め
か
、
覇
気
の
な
い
行
進
ぶ
り
で
あ
る
。
（
写
真
１
）
交
代

の
儀
式
が
終
わ
り
興
禮
門
か
ら
入
り
、
復
元
さ
れ
た
建
造
物
を
順

に
見
学
し
て
い
っ
た
。
勤
政
門
、
勤
政
殿
、
思
政
殿
、
交
泰
殿
、

慶
会
楼
ま
で
来
た
が
、
暑
さ
も
厳
し
く
な
り
、
皆
も
疲
れ
が
重
な

り
、
見
学
を
継
続
す
る
よ
り
も
空
腹
を
訴
え
た
人
が
多
く
、
ガ
イ
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縄

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

写真1 衛兵の交代式

ド
さ
ん
が
国
立
民
族
博
物
館
内
に
あ
る
食
堂
に
案
内
し
て
く
れ
た
。

た
し
か
バ
ス
駐
車
場
近
く
に
も
簡
単
な
食
堂
が
あ
っ
た
よ
う
な
記

憶
が
あ
る
が
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
言
う
こ
と
の
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

民
族
博
物
館
は
以
前
よ
り
内
部
が
明
る
く
な
っ
た
感
じ
で
、
来

館
者
に
向
け
た
ス
ー
ベ
’
－
－
ル
品
は
増
え
た
が
、
図
書
類
を
扱
っ

て
い
た
場
所
が
喫
茶
に
変
わ
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
遅
い
昼
食
を
と

る
こ
と
が
で
き
た
。
図
書
類
は
場
所
を
入
口
右
側
に
移
し
て
営
業

し
て
い
る
が
、
以
前
よ
り
量
も
少
な
く
、
興
味
あ
る
本
を
置
い
て

い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

展
示
は
三
つ
に
分
か
れ
、
歴
史
、
文
化
、
生
活
の
展
示
が
さ
れ

て
い
る
。
韓
国
人
の
一
生
と
題
し
た
部
屋
に
は
、
葬
祭
に
関
し
た

道
具
が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
厳
粛
な
中
に
も
華
や
か
な
気
分
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

屋
外
に
は
村
の
繁
栄
と
豊
作
を
祈
願
す
る
石
塔
、
チ
ャ
ン
ス
ン

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

見
学
を
終
え
バ
ス
で
南
大
門
へ
向
か
う
途
中
へ
徳
寿
宮
の
前
で

も
衛
兵
の
交
代
式
が
見
え
た
。
バ
ス
の
窓
か
ら
見
た
印
象
で
は
こ
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ち
ら
の
方
が
元
気
が
よ
い
。
放
火
で
焼
失
し
た
南
大
門
は
ロ
ー
タ

リ
ー
の
中
央
に
建
っ
て
い
る
が
、
修
理
が
始
ま
っ
て
い
て
、
こ
ち

ら
も
周
囲
を
パ
ネ
ル
で
囲
わ
れ
て
い
て
、
内
部
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
焼
失
前
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
門
を
後
に
し
た
。

南
山
を
抜
け
て
ホ
テ
ル
に
向
か
う
。
ホ
テ
ル
は
東
国
大
学
校
の

前
に
位
置
し
て
い
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ホ
テ
ル
。
部
屋
は
一
部
屋
二

人
使
用
で
寺
尾
教
授
と
一
緒
で
あ
る
。
ゆ
っ
た
り
し
た
奇
麗
な
部

屋
。
窓
か
ら
南
山
が
一
望
で
き
、
西
日
の
中
に
展
望
台
に
昇
る
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
の
動
き
も
見
え
る
。
そ
の
右
手
に
ソ
ウ
ル
市
街
中
心
部

が
見
え
る
。

初
日
の
夕
食
は
外
食
で
あ
る
。
韓
国
料
理
が
用
意
さ
れ
て
い
て

一
同
バ
ス
で
出
か
け
た
。
李
泰
院
の
近
く
の
き
さ
く
な
店
で
あ
っ

た
。
夕
方
に
な
り
外
は
冷
え
て
き
た
が
、
店
内
は
程
よ
い
暖
房
で
、

冷
た
い
ビ
ー
ル
と
熱
い
鍋
が
食
欲
を
そ
そ
る
。
家
庭
料
理
だ
そ
う

で
、
大
き
な
鍋
が
数
カ
所
に
置
か
れ
、
海
鮮
の
具
が
一
杯
に
盛
ら

れ
て
い
る
。
食
べ
き
れ
る
の
か
と
思
っ
た
が
、
全
て
の
鍋
が
空
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
辛
さ
も
控
え
め
で
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
味
も

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

大
会
始
ま
る

本
日
、
十
七
日
よ
り
大
会
が
始
ま
る
。
朝
食
後
、
小
雨
の
な
か

を
東
国
大
学
校
に
向
か
っ
た
。
（
写
真
３
）
大
学
は
ホ
テ
ル
の
す

ぐ
目
の
前
に
あ
る
が
、
南
山
の
東
麓
に
立
地
し
て
い
る
総
合
大
学

で
、
建
物
も
多
く
が
斜
面
に
建
っ
て
い
る
。
地
図
で
は
分
か
り
に

く
い
が
、
要
所
要
所
に
道
案
内
の
学
生
が
立
っ
て
案
内
を
し
て
い

る
し
、
路
面
に
案
内
が
貼
っ
て
あ
り
、
辿
っ
て
ゆ
け
ば
分
か
る
の

で
有
難
い
。

今
回
の
会
場
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
東
外
れ
に
あ
る
文
化
棟
で
あ
る
。

玄
関
に
は
祝
い
の
花
束
が
並
び
華
や
か
で
あ
る
。
（
写
真
４
）
入

る
と
右
側
に
受
付
が
並
び
、
登
録
が
始
ま
っ
て
い
る
。
手
続
き
を

す
る
の
に
、
受
付
の
人
達
が
不
慣
れ
で
、
時
間
が
か
か
り
混
乱
も

お
き
た
。
後
で
分
か
っ
た
が
、
今
回
の
責
任
者
李
会
長
が
民
族
服

姿
で
受
付
の
傍
で
監
督
し
て
お
ら
れ
た
。
参
加
費
二
万
ウ
オ
ン
と

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加
費
三
万
ウ
オ
ン
を
払
う
と
、
分
厚
い
論
文
集

良
か
っ
た
。
（
写
真
２
）
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写真2初日の夕食、韓国の家庭料理である

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

姓：

蕊

鱒？

胃.::蛾
Ｆ
ｒ
Ｐ
Ｄ
ｐ

写真3東国大学校正門寺尾教授撮影
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二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

蟻
鍵蕊

粥憩r鐸

蕊

蝉
子
か
紬
心
猟

●
分
戸
◇

１
も
ｔ

睦
命
丘 斑

シ

乳
や
叩
品
荊
。

穴
Ｐ
叩
ハ
ロ
皿
・

需
榊
蝉

沖
粍
畔

●
０
Ｆ
●
Ｂ
■
ｇ
０
Ｂ
、
０
．
０
．
．
．

℃
■
●
。
●
。
４
．
０
，
０
．
．
‐
・
‐
少
．。

》ヴ、
守戸一

．

ロ
ロ
ザ
ロ
●
●
●
■
●
。
“
０
，
０
。
。
・
・

や
繩
。
銘
。
認
・
別
・
・
』

癖
辨
群
線
聯

》
三
二
卦
一
口
」
一

P壷■qDcUg･◇■

罰,.,曇

溌鞠鶏蕊“
_｡。■●｡-G℃、や

｡.■:fF･●･･:.‘。.■･･

～

写 真4 大会会場玄関寺尾教授撮影

会
場会
場
は
文
化
棟
の
三
、
四
階
の
教
室
で
あ
る
。
自
分
は
登
録
し

て
い
る
静
三
○
口
、
「
仏
教
芸
術
と
文
化
」
の
会
場
に
向
か
っ
た
。

Ｋ
棚
教
室
は
東
に
窓
が
開
き
横
長
の
明
か
る
い
部
屋
で
あ
る
。
正

面
の
壁
面
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
、
向
か
っ
て
左
に
演

壇
が
置
か
れ
、
Ｐ
Ｃ
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ボ
ー
ド
が
備
え
ら
れ
て
い

て
、
映
像
、
音
声
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
右
側
に
は
天
井
か

ら
ス
ク
リ
ー
ン
が
上
下
し
、
ヴ
ィ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
像

を
映
す
こ
と
が
で
き
る
。

丁
度
、
神
戸
国
際
大
学
の
松
村
淳
子
教
授
が
発
表
準
備
の
た
め

パ
ソ
コ
ン
を
繋
い
で
テ
ス
ト
中
で
、
自
分
の
発
表
は
十
三
時
三
十

分
か
ら
と
掲
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
昼
休
み
に
テ
ス
ト
を
さ
せ
て

貰
う
こ
と
に
し
た
。

昼
食
の
休
憩
時
間
中
に
記
念
撮
影
が
あ
る
か
ら
と
言
わ
れ
、
急

を
渡
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
が
意
外
と
重
い
。
土
曜
日
で
あ
る
が
、

授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
学
生
と
す
れ
違
う
。
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な
階
段
を
い
く
つ
も
上
が
っ
て
撮
影
場
所
に
到
着
し
た
。
急
な
石

の
階
段
に
皆
が
腰
掛
け
て
記
念
撮
影
す
る
の
で
あ
る
が
、
主
催
者

が
撮
影
す
る
の
で
は
な
く
、
希
望
者
が
勝
手
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

す
よ
う
で
あ
る
。
気
温
が
上
が
っ
て
日
差
し
も
強
く
暑
い
。

昼
食
の
食
堂
が
撮
影
場
所
か
ら
急
な
階
段
を
上
が
っ
た
場
所
に

あ
り
、
お
ま
け
に
参
加
者
が
多
い
た
め
最
上
階
の
食
堂
ま
で
螺
旋

階
段
を
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
事
は
ビ
ビ
ン
バ
と
甘
い

ジ
ュ
ー
ス
、
麦
芽
と
思
っ
て
い
た
ら
、
米
で
造
る
韓
国
の
伝
統
飲

料
だ
そ
う
で
あ
る
。
建
物
下
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
大
勢
の
人
達
が
集

ま
り
、
お
祭
り
か
運
動
会
？
が
行
わ
れ
て
い
る
。
模
擬
店
も
出
て

賑
や
か
で
あ
る
。
昼
食
時
間
ら
し
く
、
食
べ
る
人
、
踊
る
グ
ル
ー

プ
あ
り
、
歌
っ
た
り
、
太
鼓
の
音
が
景
気
よ
い
。

画
像
が
出
な
い

昼
食
か
ら
戻
り
持
参
の
Ｍ
ａ
ｃ
を
つ
な
ぎ
勺
○
言
胃
己
日
三
の
テ

ス
ト
を
す
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
か
ら
画
が
出
な
い
。
補
助
に

配
置
さ
れ
て
い
る
学
生
に
調
べ
て
も
ら
っ
た
が
分
か
ら
な
い
と
言

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
詳
し
い
学
生
を
連
れ
て
き
て
く
れ
た
が

解
決
で
き
な
い
。
予
備
に
持
っ
て
き
た
Ｃ
Ｄ
デ
ー
タ
を
備
え
付
け

の
Ｐ
Ｃ
に
入
れ
て
よ
う
や
く
画
が
出
せ
た
。
や
れ
や
れ
で
あ
る

が
、
な
ん
の
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
き
た
の
か
残
念
で
あ
る
。

自
分
の
発
表
は
午
後
三
時
半
に
変
更
さ
れ
た
の
で
安
心
し
て
い

た
ら
、
突
然
お
前
の
番
だ
と
言
わ
れ
た
。
自
分
の
発
表
は
「
塑
像

仏
像
の
修
理
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
仏
像
の
制
作
技
法
の
中
に
塑

像
が
あ
る
。
日
本
で
は
忘
れ
ら
れ
た
技
法
で
あ
る
が
、
仏
教
伝
播

の
中
、
中
国
西
域
で
多
く
造
ら
れ
た
技
法
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の

で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
多
く
制
作
さ
れ
た
が
、
廃
れ
て
し
ま
い
、

制
作
技
法
も
日
本
で
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
（
写
真
５
）

筆
者
が
行
な
っ
た
鎌
倉
時
代
の
塑
像
仁
王
像
の
修
理
例
と
、
台

湾
省
台
南
市
で
行
な
っ
た
鳩
祖
神
像
の
修
理
報
告
で
あ
る
。
蠣
祖

像
は
中
国
福
建
省
か
ら
来
た
工
人
が
制
作
し
た
こ
と
が
、
像
内
部

か
ら
出
現
し
た
銘
板
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
近
世
中

国
の
塑
像
技
法
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
も
紹
介
し
よ
う
と
準
備

し
た
。
言
葉
よ
り
画
像
を
主
に
説
明
し
た
か
っ
た
の
で
、
天
井
の

－7－



写真5長澤発表寺尾教授撮影

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

ラ
イ
ト
を
消
し
て
貰
う
と
、
メ
モ
を
と
っ
て
い
る
人
か
ら
は
ラ
イ

ト
を
点
け
て
欲
し
い
と
の
声
も
出
て
、
結
局
明
る
い
場
所
で
の
話

と
な
っ
た
。
十
五
分
経
過
す
る
と
木
魚
一
つ
、
二
十
五
分
で
木
魚

二
つ
が
時
間
経
過
の
合
図
。
時
間
的
に
は
収
ま
っ
た
が
、
質
問
が

多
く
意
外
で
あ
っ
た
。
皆
さ
ん
が
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
を
良
く
読
ん

で
い
て
、
蛎
祖
に
つ
い
て
の
関
心
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
資
金
の

問
題
、
韓
国
の
文
化
財
に
対
す
る
助
言
を
求
め
ら
れ
た
り
で
、
時

間
オ
ー
バ
ー
と
な
っ
た
。

今
回
の
発
表
の
中
で
、
保
存
修
理
関
係
は
自
分
の
一
本
の
み
で

寂
し
い
。

東
北
福
祉
大
学
の
斉
藤
仙
邦
先
生
の
発
表
国
旦
言
曳
の
８
扇

四
ｓ
言
ご
画
昌
言
の
日
８
日
ロ
四
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

最
期
を
迎
え
る
人
自
身
が
勉
強
を
し
な
い
と
ビ
ハ
ー
ラ
は
成
り
立

た
な
い
と
は
厳
し
い
。
死
ぬ
の
も
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。

他
の
部
屋
で
も
同
時
に
発
表
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
聴
く
こ
と

が
で
き
ず
残
念
で
あ
る
。
因
に
、
他
の
会
場
で
の
発
表
は
チ
ベ
ッ

ト
と
中
央
ア
ジ
ア
仏
教
部
門
で
、
望
月
海
慧
身
延
山
大
学
仏
教
学

－8－



部
教
授
「
○
○
日
目
目
雷
弓
雷
○
旨
団
ａ
巨
富
夢
壱
恩
島
冨
ご
罰
巳

冒
藝
旨
号
ご
巴
、
三
友
健
容
立
正
大
学
教
授
「
「
彰
所
知
論
」
の

研
究
（
序
説
）
」
、
中
国
仏
教
部
門
で
は
、
野
田
悟
史
立
正
大
学
大

学
院
研
究
生
「
神
不
滅
論
に
つ
い
て
」
、
同
金
希
泰
研
究
生
「
「
止

疑
書
」
に
見
ら
れ
る
理
毒
性
に
つ
い
て
」
、
佐
野
靖
夫
立
正
大
学

仏
教
学
部
特
任
准
教
授
「
「
漢
訳
経
典
に
お
け
る
多
変
量
構
造
解

析
の
試
み
」
ｌ
羅
什
訳
経
典
を
中
心
と
し
て
」
、
韓
国
仏
教
部
門

で
、
福
士
慈
稔
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
教
授
「
日
本
法
相
宗
元
曉

引
用
章
疏
に
み
ら
れ
る
若
干
の
問
題
点
」
。
（
写
真
６
）

日
本
仏
教
で
、
松
村
壽
巖
立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
「
日
蓮
宗

と
日
蓮
正
宗
」
、
寺
尾
英
智
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
教
授
「
中
世

日
蓮
宗
に
お
け
る
葬
送
に
つ
い
て
」
、
三
輪
是
法
身
延
山
大
学
仏

教
学
部
准
教
授
「
近
代
日
本
に
お
け
る
日
蓮
仏
教
の
受
容
」
、
仏

教
史
部
門
で
、
高
橋
堯
英
立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
「
サ
カ
ク

シ
ャ
ン
社
会
の
繁
栄
に
つ
い
て
」
、
安
中
尚
史
立
正
大
学
仏
教
学

部
教
授
「
近
代
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
海
外
布
教
」
、
仲
澤
浩
舳

立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
「
西
イ
ン
ド
の
碑
文
に
み
る
仏
教
」
、

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

写真6 発表する福士教授寺尾教授撮影

－9－



歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー

五
時
か
ら
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ホ
テ
ル
十
九

階
の
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
っ
た
が
、

用
昌
○
国
、
の
部
門
の
司
会
進
行
の
先
生
は
、
時
間
を
気
に
せ
ず

に
発
表
会
を
進
め
る
。
五
時
直
前
に
本
日
の
発
表
が
終
わ
り
、
急

ぎ
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。

李
平
来
会
長
の
開
会
挨
拶
を
始
め
、
関
係
者
の
挨
拶
が
長
く
一

時
間
半
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
回
の
出
席
者
は
韓
国
、
海
外

を
含
め
一
五
○
人
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
懇
親
会
出
席

者
の
数
が
一
五
○
名
で
会
議
出
席
者
は
も
っ
と
多
か
っ
た
よ
う
に

思
え
た
。
（
写
真
７
）

そ
の
た
め
肝
心
の
食
事
時
間
が
短
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ブ
ッ

フ
ェ
形
式
で
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
で
い
る
食
べ
物
を
好
き
な
だ
け
Ⅱ

に
と
り
自
分
の
席
で
食
べ
る
の
で
あ
る
が
、
食
事
時
間
が
足
り
な

か
っ
た
。

等
で
あ
っ
た
。
二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

。

●

●

●

●

●

●

■

先

．

．
。
■
。
●
●
’
ず
。

踊

騨
磯
EC2q

写真7 日本からの出席者達
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五
月
十
八
日
大
会
二
日
目

朝
か
ら
雨
、
今
日
の
午
前
中
で
大
会
は
終
わ
り
だ
。
今
朝
の
発

表
は
、
竹
村
牧
男
東
洋
大
学
教
授
「
日
本
仏
教
と
エ
コ
・
フ
ィ
ロ

ソ
フ
ィ
ー
」
、
田
宮
仁
淑
徳
大
学
教
授
「
弓
言
胃
の
＄
三
８
口
＆
‐

は
○
国
呉
国
三
号
重
訂
弓
自
営
巴
旨
シ
巴
巴
、
小
池
清
廉
京
都
市

障
害
児
福
祉
協
会
理
事
長
「
仏
教
思
想
は
死
ぬ
権
利
、
自
殺
、
安

楽
死
を
認
め
な
い
」
な
ど
で
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
ビ
ハ
ー
ラ
の

問
題
な
ど
、
現
場
か
ら
の
発
表
は
関
心
が
持
て
た
が
、
当
事
者
自

身
も
最
後
ま
で
勉
強
を
し
て
い
な
い
と
、
ケ
ア
は
成
り
立
た
な
い

と
発
表
の
中
で
強
調
さ
れ
て
い
た
。

し
か
る
に
一
般
人
で
末
期
を
迎
え
た
患
者
は
、
自
分
の
世
界
に

閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
い
周
囲
に
関
心
も
持
た
ず
、
意
志
の
交
流
も

珍
し
か
っ
た
の
は
般
若
心
経
と
四
句
誓
願
を
唱
和
し
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
食
事
は
十
九
時
で
終
わ
り
、
解
散
後
は
皆
が
仲
澤
先
生

の
部
屋
に
集
ま
り
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
を
戴
い
た
。
口
当
た
り

の
良
い
芳
醇
な
香
り
を
楽
し
ん
だ
。

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

極
め
て
難
し
い
と
言
わ
れ
る
と
、
最
終
期
の
ケ
ア
は
ど
の
よ
う
に

し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

仏
教
芸
術
部
門
で
ビ
ハ
ー
ラ
問
題
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ヶ
ァ
が
発
表

さ
れ
る
と
は
、
変
な
気
が
す
る
。
む
し
ろ
こ
れ
が
本
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

午
前
で
大
会
も
終
わ
り
部
屋
を
出
た
と
こ
ろ
で
寺
尾
教
授
か
ら
、

昼
食
の
用
意
が
あ
る
か
ら
食
べ
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
る
。
午
前
で

大
会
は
終
わ
る
の
に
昼
食
が
出
る
と
は
サ
ー
ビ
ス
の
良
い
こ
と
で

あ
る
。
巻
き
寿
司
の
よ
う
な
、
量
が
多
く
不
思
議
な
弁
当
で
あ
っ

た
。

午
後
は
博
物
館
へ

午
後
は
国
立
中
央
博
物
館
を
見
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
雨
が

強
く
な
っ
た
の
で
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
出
か
け
た
。
気
温
も
下

が
っ
て
寒
い
豪
雨
の
中
を
入
り
口
ま
で
歩
く
が
、
石
貼
の
道
は
川

の
よ
う
に
水
が
流
れ
て
く
る
。
丁
度
日
曜
日
で
平
常
陳
列
の
み
を

観
る
の
は
入
館
料
無
料
と
の
こ
と
、
日
本
で
は
国
立
の
つ
く
博
物

－11－



館
、
美
術
館
で
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
は
無
い
し
、
ま
た
局
○
三

口
三
の
曽
異
さ
旨
巴
○
○
巨
胃
津
具
冨
扁
自
白
巴
の
メ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
使
用
で
き
る
な
ど
細
や
か
な
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
。

博
物
館
の
建
物
は
（
写
真
８
）
以
前
の
建
物
に
比
べ
る
と
格
段

に
大
き
く
な
り
、
花
崗
岩
張
り
の
壮
大
な
建
物
で
あ
る
。
展
示
数

も
増
え
た
が
、
見
て
歩
く
の
が
大
変
だ
。
考
古
か
ら
現
代
ま
で
が
、

区
分
け
し
て
陳
列
し
て
あ
る
。
硬
く
長
い
廊
下
、
展
示
室
を
歩
く

の
で
、
足
裏
が
痛
く
な
る
。

自
分
が
好
き
な
の
は
三
階
奥
の
仏
像
の
部
屋
で
あ
る
。
中
で
も

鉄
仏
（
統
一
新
羅
）
が
良
い
。
（
写
真
９
）
（
写
真
的
）
大
き
さ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
張
り
の
あ
る
切
れ
長
の
目
、
堂
々
と
し
た
体

躯
、
鋳
物
の
技
術
も
す
ぐ
れ
、
現
在
は
錆
色
を
呈
し
て
い
る
が
、

金
色
の
残
っ
て
い
る
箇
所
も
み
え
、
往
時
は
金
箔
が
施
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
印
も
触
地
印
が
多
く
、
石
造
の
如
来
立
像
で
は
、

智
拳
印
を
結
ぶ
像
も
あ
り
、
日
本
と
は
異
な
る
像
が
多
く
興
味
が

あ
る
。国

宝
第
八
十
三
号
の
金
銅
弥
勒
菩
薩
半
珈
像
は
、
特
別
室
内
に

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

愚
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二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

ロ
鮎
艶

●
ず
．
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最
後
の
晩
餐

夕
食
は
福
士
教
授
を
先
導
に
、
韓
国
の
伝
統
料
理
を
食
べ
に
仁

寺
洞
に
出
た
。
激
し
い
降
り
で
、
水
た
ま
り
が
で
き
て
い
る
曲
が

り
く
ね
っ
た
路
地
を
入
っ
た
奥
に
店
は
あ
っ
た
。
予
約
し
て
あ
る

部
屋
は
細
長
い
造
り
で
、
皆
が
座
る
と
一
杯
に
な
っ
た
。
飲
む
と

百
年
は
長
生
き
で
き
る
と
い
う
百
年
酒
が
ま
ろ
や
か
で
美
味
か
つ

た
が
、
さ
て
何
年
長
生
き
で
き
る
や
ら
。

途
中
か
ら
、
福
士
教
授
の
友
人
で
、
韓
国
金
剛
大
学
校
教
授
金

天
鶴
教
授
が
参
加
さ
れ
た
。
教
授
の
話
の
中
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
、
身
延
山
大
学
蔵
、
坂
本
文
庫
の
資
料
を
使
っ
て
東
京
大
学
か

置
か
れ
ガ
ラ
ス
ヶ
ー
ス
に
納
め
て
あ
る
。
広
隆
寺
の
弥
勒
半
珈
思

惟
像
と
比
較
さ
れ
る
像
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
暗
過
ぎ
て
細
部

が
よ
く
見
え
な
い
。
以
前
の
ほ
う
が
明
る
い
照
明
の
下
で
、
間
近

で
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
繊
維
製
品
や
絵
画
で
あ
れ
ば
照
明
を
落

と
す
の
も
止
む
を
得
な
い
が
、
金
属
で
は
そ
の
必
要
は
無
い
が
、

国
宝
と
い
う
存
在
が
慎
重
に
さ
せ
て
い
る
よ
う
だ
。

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

ら
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
由
、
原
本
は
平
安
時
代
の
華
厳
経
に
関

し
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
写
本
で
あ
る
が
、
龍
谷
大
学
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
資
料
と
の
比
較
研
究
で
、
五
○
○
カ
所
の
相
違
点
を

摘
出
し
考
証
し
た
研
究
を
纏
め
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
資
料
の
選
択
、

着
眼
点
で
絶
賛
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
お
話
を
伺
い
本
学
に
そ
の

よ
う
な
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
は
、
図
書
館
の
一
員
と
し
て

も
嬉
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。

ま
た
韓
国
の
大
学
の
研
究
制
度
に
は
、
学
生
の
指
導
を
し
な
い

で
、
研
究
に
専
念
で
き
る
制
度
が
あ
る
と
伺
う
と
、
な
ん
と
も
羨

ま
し
い
話
で
あ
る
。

二
次
会
は
マ
ッ
コ
リ
を
飲
め
る
店
で
あ
っ
た
。
地
元
の
人
が
多

く
、
焼
き
サ
バ
を
つ
ま
み
な
が
ら
飲
む
ス
タ
イ
ル
も
面
白
か
っ
た
。

明
日
も
今
日
と
同
じ
よ
う
に
終
日
強
い
雨
と
の
予
報
に
、
予
定

の
見
学
が
無
理
な
場
合
に
備
え
代
替
の
プ
ラ
ン
を
皆
で
考
え
た
。

五
月
十
九
日

予
報
が
外
れ
て
雨
は
止
ん
で
い
る
。
昨
夜
、
皆
で
頭
を
し
ぼ
っ
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水
原
見
学
へ

十
二
時
に
バ
ス
が
迎
え
に
来
て
、
荷
物
を
積
み
込
み
出
発
し
た
。

仲
澤
、
松
村
、
三
友
教
授
と
奥
さ
ま
は
早
朝
に
帰
国
さ
れ
た
の
で
、

一
行
は
八
名
に
減
っ
た
。
最
初
の
見
学
予
定
、
宗
廟
見
学
は
時
間

の
関
係
で
中
止
し
て
、
水
原
君
扁
○
口
の
水
原
城
（
華
城
）
に
向

か
っ
た
。

ソ
ウ
ル
か
ら
南
へ
向
か
い
四
十
分
ほ
ど
で
到
着
、
途
中
の
道
路

も
以
前
来
た
時
に
比
べ
、
格
段
に
良
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

た
見
学
案
も
不
要
と
な
り
、
予
定
通
り
、
見
学
が
実
行
で
き
そ
う

で
あ
る
。
バ
ス
が
迎
え
に
く
る
十
二
時
ま
で
時
間
を
如
何
に
つ
ぶ

す
か
に
な
り
、
福
士
教
授
の
案
内
で
本
屋
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

本
屋
は
景
福
宮
の
す
ぐ
傍
の
ビ
ル
の
地
下
に
あ
る
。
広
い
フ
ロ
ア
ー

に
専
門
別
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
自
分
が
欲
し
い
美
術
、
建
築

関
係
の
図
書
は
少
な
く
？
、
そ
れ
に
は
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
て
い

る
タ
イ
ト
ル
が
読
め
な
い
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
慶
州
の
芥
皇
寺
発

掘
調
査
記
録
の
本
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

る
。
水
原
華
城
は
京
畿
道
水
原
市
に
築
造
さ
れ
た
朝
鮮
時
代
（
一

三
九
二
’
一
九
一
○
）
後
期
の
創
建
で
、
現
在
の
城
は
朝
鮮
第
二

二
代
正
祖
一
八
年
の
一
七
九
四
年
に
着
工
し
、
一
七
九
六
年
に
完

工
し
た
。
父
・
荘
献
世
子
に
対
す
る
孝
心
と
、
新
都
市
を
建
設
し

よ
う
と
築
城
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

経
年
の
傷
み
に
加
え
、
朝
鮮
戦
争
時
に
大
き
な
損
害
を
被
っ
た

が
、
一
九
九
七
年
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
復
元
修
復
も
進
ん
だ

そ
う
で
あ
る
。

進
行
方
向
正
面
に
見
え
て
き
た
曲
面
の
城
壁
に
穿
た
れ
た
東
北

弩
門
と
、
東
北
空
心
域
の
間
に
開
い
た
門
か
ら
城
内
に
入
り
、
南

に
向
か
い
、
街
中
を
通
過
し
て
右
に
折
れ
、
長
安
門
（
北
門
）
に

向
か
う
。
走
り
な
が
ら
城
壁
が
見
え
る
が
、
周
囲
五
・
三
キ
ロ
の

複
雑
な
曲
線
の
城
壁
に
囲
ま
れ
た
街
で
、
城
壁
内
部
に
は
、
現
在

住
ん
で
い
る
人
達
の
建
物
と
生
活
が
あ
る
。
城
壁
の
外
に
は
新
市

街
の
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
て
い
る
環
境
で
、
史
跡
と
し
て
特
別
に

保
護
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
新
旧
の
生
活
の
中
に
自
然
に
城

跡
が
混
在
し
て
い
る
様
子
が
明
白
で
、
周
囲
の
城
壁
の
石
垣
も
修
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バ
ス
が
長
安
門
（
北
門
）
に
到
着
し
た
。
門
は
台
形
の
石
積
み

の
上
に
木
造
の
楼
閣
が
の
っ
て
い
る
、
韓
国
で
よ
く
見
ら
れ
る
形

式
の
門
で
、
左
右
に
階
段
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
城
壁
に
上
る
こ
と

が
出
来
る
。

門
は
石
積
み
部
分
は
良
い
が
、
上
部
の
木
造
部
分
は
新
し
く
見

え
る
。
理
由
は
一
九
五
○
年
か
ら
始
ま
っ
た
朝
鮮
戦
争
の
際
に
焼

失
し
て
し
ま
い
、
世
界
遺
産
指
定
後
に
、
上
部
の
木
造
部
分
が
復

元
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
南
門
で
あ
る
八
達
門
と
同
じ
規
模
形
式

で
あ
る
。
虹
門
の
上
か
ら
門
外
を
見
る
と
、
門
の
外
側
に
煉
瓦
積

み
半
月
形
の
甕
城
が
門
を
囲
ん
で
い
る
、
防
御
を
強
固
に
し
た
特

異
な
造
り
の
門
で
あ
る
。
（
写
真
Ⅱ
）

二
年
前
の
海
印
寺
で
の
学
会
の
時
に
も
、
戦
争
の
被
害
の
話
を

聞
い
た
。
日
本
も
半
世
紀
前
に
は
戦
災
に
よ
る
被
害
が
至
る
所
で

見
ら
れ
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
復
興
に
と
も
な
い
忘
れ
て
い
る
こ

城
壁
散
策

理
の
手
が
多
く
加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る
。

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

■
．
」
ロ
、
。
ｂ
も
．
■
■
■
Ｌ
訳
卓
、
ｂ
△
凸

・
お
峰
§
津
跿
銑
●
錦織

●
“
●
馨
蕃
寒
蓉
暮
壷

・
竜
Ｄ
ざ
・
想
鑑
内
角
、
伊

冷
寸
‐
齢
。
沖
剥
欺
鞍
蕊
鶏
籍
撫
繍

。
．
・
・
・
》
》
》
》
》

酔
澤
》
》
》
》
》

酷｡

鍵 繭
蕊

Ｆ
・
ロ
ロ
ワ
０
口
。
。
Ｄ
毎
。
．

墨
隷
識
唾

》
秘
》
．
》

一
・
騨
燕
群

。
■
‐
ず
■
●
・

マ
ヱ
匂
、
９
口

一
癖
函
癖
。

缶
．
鍍
牛
無

■
。
。
。
■
ず
．
心
中

〃
砧
■
ｆ
０
■
６

一

一 議…

長安門を横から見る、半月形の甕城が門を囲んでいる写真11
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と
を
思
い
出
し
た
。

城
壁
の
上
を
蒼
竜
門
ま
で
徒
歩
で
見
学
す
る
。
外
側
は
石
積
み

で
垂
直
に
近
い
急
角
度
、
内
部
は
緩
い
傾
斜
の
斜
面
に
な
っ
て
い

て
、
草
が
生
い
茂
り
緑
が
奇
麗
で
あ
る
。
途
中
に
種
々
の
攻
撃
用

防
御
用
の
装
置
が
あ
り
、
往
時
の
築
城
技
術
の
高
さ
に
感
心
さ
せ

ら
れ
た
。
石
積
み
の
技
術
も
高
く
、
日
本
の
城
壁
は
自
然
石
を
組

み
合
わ
せ
積
み
上
げ
て
い
る
野
面
積
み
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ

こ
の
は
、
切
り
石
の
面
を
奇
麗
に
削
り
、
角
面
を
大
き
く
と
っ
て

い
る
（
日
本
流
に
い
え
ば
打
込
ハ
ギ
と
切
込
ハ
ギ
）
の
で
曲
面
の

構
成
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
穏
や
か
な
表
情
を
見
せ
て
い
る
。

城
壁
の
上
に
は
、
展
望
台
な
ど
平
和
目
的
の
建
物
も
見
ら
れ
、

戦
闘
本
意
の
城
で
は
な
く
、
平
和
利
用
も
考
慮
し
た
多
目
的
の
城

と
思
え
た
。
城
内
に
水
原
川
の
流
れ
を
引
き
込
み
、
流
れ
に
沿
っ

て
庭
園
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
流
れ
を
跨
ぐ
華
虹
門
と
北
水
門
の

造
り
も
美
し
く
、
一
層
そ
の
感
を
強
く
さ
せ
る
。
そ
れ
を
過
ぎ
る

と
東
北
角
楼
（
訪
花
随
柳
亭
）
が
あ
る
。
（
写
真
岨
）
お
坊
さ
ん

が
建
て
た
と
説
明
さ
れ
た
が
、
格
別
異
な
っ
て
は
い
な
い
。
明
治

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

写真12訪花随柳亭、遠くに長安門が見える 寺尾教授撮影
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四
十
年
代
に
調
査
に
当
た
っ
た
建
築
史
家
関
野
貞
は
、
著
書
『
朝

鮮
の
建
築
と
芸
術
』
の
中
で
「
朝
鮮
に
お
け
る
最
も
発
達
し
た
形

式
を
有
す
る
城
郭
で
あ
る
」
、
「
ま
た
水
門
上
に
架
せ
る
華
虹
門
お

よ
び
そ
の
傍
ら
に
あ
る
訪
花
随
柳
亭
は
形
態
奇
巧
を
極
め
、
四
囲

の
景
勝
と
相
俟
っ
て
も
っ
と
も
豊
か
な
る
情
緒
を
露
わ
し
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
往
時
は
美
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

城
壁
を
歩
い
て
い
る
と
お
爺
さ
ん
か
ら
日
本
語
で
話
し
か
け
ら

れ
た
。
華
城
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
お
年
か

ら
み
れ
ば
日
本
語
を
知
っ
て
い
る
世
代
で
あ
る
が
、
日
本
語
が
分

か
る
と
い
う
人
は
稀
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
歩
い
て
練
武
台
観
光
案

内
所
に
着
く
。
韓
国
伝
統
の
国
弓
の
弓
を
射
る
こ
と
が
出
来
る
練

弓
場
が
あ
る
が
、
誰
も
挑
戦
し
な
か
っ
た
。

力
ル
ビ
発
祥
の
地

見
学
を
終
え
遅
い
昼
食
と
な
っ
た
。
水
原
は
「
焼
き
肉
」
カ
ル

ビ
発
祥
の
地
だ
そ
う
で
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
一
件
の
店
に
入

る
。
出
て
き
た
肉
の
大
き
く
て
厚
い
こ
と
、
そ
れ
を
塩
で
食
す
る

二
○
○
八
年
度
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
に
参
加
し
て
（
長
澤
）

民
族
村
へ

食
後
に
韓
国
民
族
村
に
行
っ
た
。
以
前
来
た
と
き
に
比
べ
内
部

の
整
備
も
進
み
、
見
所
が
増
え
た
よ
う
だ
。
加
え
て
各
地
の
民
族

芸
能
を
実
演
し
て
い
る
の
も
楽
し
い
。
丁
度
綱
渡
り
の
実
演
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
白
い
民
族
衣
装
に
赤
い
ベ
ス
ト
を
着
た
お
じ

さ
ん
が
、
マ
イ
ク
で
説
明
し
な
が
ら
綱
を
渡
っ
て
ゆ
く
。
（
写
真

喝
）
数
回
往
復
し
、
そ
の
都
度
異
な
っ
た
芸
を
披
露
し
て
く
れ
る
。

何
気
な
い
芸
で
あ
る
が
、
精
神
を
統
一
し
な
い
と
う
ま
く
出
来
な

い
と
話
す
声
が
、
だ
ん
だ
ん
上
ず
っ
て
き
て
、
呼
吸
か
ら
も
激
し

い
芸
な
の
だ
と
実
感
し
た
。
妙
技
を
堪
能
で
き
た
が
、
ガ
イ
ド
さ

ん
の
話
で
は
、
韓
国
で
も
後
継
者
難
が
深
刻
だ
そ
う
だ
。

の
が
お
勧
め
と
か
、
焼
け
具
合
を
見
計
ら
い
、
鋏
で
適
当
な
大
き

さ
に
切
っ
て
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
る
。
岩
塩
を
付
け
て
食
べ
る
と
、

肉
の
う
ま
味
が
口
の
中
に
広
が
り
い
く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
る
。
肉

と
焼
酎
が
良
く
合
う
。
焼
酎
に
も
甘
口
、
辛
口
が
あ
る
が
ど
ち
ら

と
で
も
美
味
い
。
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●
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Ｐ
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》
Ｃ
Ｇ
Ｌ
■
ず
●
。
。

”
■
■
■
伊

ロ
ロ
、
兜

Ｆ
■
■
■
■

志
毎

口
■
○
屯
－
５

》
》
か
．

錘
や
函

詑
坤

》
ず
。
。
。

吟
詫
》
群

画
千
抄
如

》
》

拝
母
圷
舞
密
騨

空
港
へ

十
六
時
四
十
分
に
集
合
場
所
に
戻
り
金
浦
空
港
へ
向
か
っ
た
。

夕
刻
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
に
巻
き
込
ま
れ
、
空
港
に
つ
い
た
の
は

十
八
時
二
十
分
で
あ
っ
た
が
、
仁
川
空
港
に
比
べ
小
さ
い
の
で
手

次
い
で
騎
馬
芸
を
見
る
。
若
い
少
年
が
見
事
に
馬
を
操
り
、
曲

芸
乗
馬
を
披
露
し
て
く
れ
る
。
（
写
真
Ｍ
）
韓
国
の
人
達
の
見
学

も
多
く
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
生
活
ぶ
り
が
見
ら
れ
、
作
り
物

で
な
い
生
活
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
、
考
え
ら
れ
た
教
育
の
場
に

成
長
し
た
よ
う
に
感
じ
た
。
結
婚
式
の
模
擬
実
演
も
あ
っ
た
が
、

時
間
の
都
合
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

官
衙
が
面
白
い
。
朝
鮮
時
代
の
地
方
行
政
機
関
で
あ
る
。
移
築

さ
れ
た
建
造
物
を
使
っ
て
、
当
時
の
生
活
様
式
が
再
現
さ
れ
て
い

る
の
を
見
る
と
、
村
役
場
に
警
察
ま
で
を
含
め
た
組
織
で
合
理
的

に
み
え
る
。
日
本
で
は
奈
良
時
代
の
遺
構
が
発
掘
さ
れ
る
の
み
で

あ
る
が
、
日
本
の
官
衙
も
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
だ
見
た
い
所
は
あ
る
が
、
帰
国
の
時
間
も
迫
っ
て
き
た
。
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写真14騎馬の曲乗り 寺尾教授撮影

続
き
も
短
時
間
で
終
わ
り
、
搭
乗
ま
で
の
待
ち
時
間
が
最
後
の
ビ
ー

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。
飛
行
機
は
往
復
と
も
満
席
で
、
各
自

の
席
で
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
無
事
二
十
二
時
十
五
分
に
羽
田
空

港
に
着
陸
し
、
高
橋
教
授
の
解
散
の
挨
拶
で
全
行
程
を
終
え
、
帰

途
に
つ
い
た
。

今
回
の
印
象
と
し
て
、
韓
国
の
仏
教
徒
の
真
剣
な
研
究
態
度
と

外
国
語
力
（
英
語
）
の
高
い
こ
と
に
強
い
印
象
を
も
っ
た
。
金
天

鶴
教
授
は
、
韓
国
で
仏
教
を
研
究
す
る
に
は
、
日
本
の
仏
教
界
の

動
向
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
日
本
語
の
習
得
が
欠
か
せ
な

い
と
仰
っ
た
が
、
反
対
に
日
本
語
は
分
か
ら
な
い
が
英
語
な
ら
分

か
る
と
い
う
若
い
韓
国
人
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
韓
国
の
日
本
に
対
す
る
姿
勢
と
も
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た
。
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